
え
昆
四
年
六
回
旦
一
ヤ
-
同
第
三
種
圃
層
調
物
認
可

A

婚
届

-
R
一
日
置
行
】

手子哩喪同一月六年八相降雪

轟

蝿

載

論

叢

唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
近
・
-
文
皐
博
士
高
田
保
馬

我
園
の
園
民
所
得
・
・
・
・
・
・
・

-

a

-

仰
ぎ
湾
皐
博
士
汐
見
三
郎

局
替
心
理
論
評
憤
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
丈
皐
博
士
米
国
庄
太
郎

低
阿

諭

毘

fリf

研議
晩

究

法
月
十
噂
士
一
同
戸

τL
作
状

F
1
A
F
M
'
v
 

ア
ラ
ン
月
に
お
け
る
僑
替
動
揺
さ
安
定
策
・
-
経
重
博
士
谷

わ
が
園
内
功
百
貨
百
出
張
販
買
の
韓
民
・
・

M
M

清
墜
士
堀

舗
醐

仁l

新~
仁1

一彦

-何

y
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
長
け
る
経
済
史
観
・
・
・
何
叫
ん
前
月
十
士
白
杉
庄
一
郎

奨
闘
に
於
け
る
預
金
の
流
通
速
度

----wtZ十
士
大
野
楽
一
郎

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
六
巻
細
川
目
鋳



突
圃
に
於
け
る
預
金
の
流
遁
法
度

英
園
に
於
け
る
預
金
の

流
通
速
度

大

野

柴

良日

第
一
段

預
金
の
流
逼
速
度
の
研
究

で
信
用
経
済
と
預
金
|
信
用
経
済
と
稽
せ
ら
れ
る
現
今
の

粧
品
肝
枇
曾
に
於
い
て
は
.
銀
行
預
金
は
重
要
た
る
役
割
を
斜
し
、

取
引
の
大
部
分
は
小
切
手
共
の
他
の
信
用
誰
然
に
よ
む
て
決
済

さ
れ
る
。
我
固
に
就
い
て
見
る
に
、
昭
和
五
年
末
免
換
鼻
持
読
通

高
は
一
、
四
一
三
、
八
九

O
千
国
た
る
に
針
し
・
同
年
手
形
交
換

高
は
五
一
、
一
二
七
六
、
二
三
二
千
固
に
し
て
、
首
座
預
金
は
一
、
三

六
二
、
三
二
八
千
閣
を
示
し
て
ゐ
る
。
叉
英
国
及
び
北
米
合
衆

闘
に
於
い
て
は
ナ
イ
ン
ズ
の
云
へ
る
如
く
、
預
金
通
貨
は
流
通

貨
搬
出
の
綿
醸
の
約
十
分
の
九
を
占
む
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
而

し
で
か
L

る
小
切
手
振
出
の
基
礎
を
・
な
す
銀
行
預
金
に
就
い
て

は
、
共
の
現
在
高
の
み
ゑ
ら
や
特
に
共
の
流
迅
速
度
の
考
察
が

必
要
に
し
て
、

パ

l
ゼ
ス
、

ブ
イ
y
シ
ャ

1
、
ナ
ム
メ
一
フ

l
、

第
三
十
六
巻

第
六
披

一一一

一O
二
九

3・von S. Landshut und J. P. Mayer. 1.L S. 13) 
6) Marx. Theorien uber den MehrweTt. 1 l. :Z. TeiJ. S. 305・
7) W. o. N. II. P. 260・邦軍事(宥萎版)111. 105頁以下参!照
1) 飯島横司:金融経済論ー
2) 金融事項参考書
3) J. M. Keynes; :¥ Treatise on Mot:er p・3][.



草
〈
厨
に
於
け
る
預
金
の
流
通
蓮
度

ス
ナ
イ
グ

l
宇
に
よ
り
論
ぜ
ら
れ
、
叉
測
定
せ
ら
れ
た
る
庭
で

あ
る
。
而
し
で
か
L

る
研
究
は
、
各
園
特
殊
の
経
済
事
情
存
す

る
が
故
に
、
各
園
に
就
き
て
之
れ
が
考
察
を
必
要
と
す
る
の
で

あ
る
。=

、
英
国
に
於
け
る
預
金
の
流
迅
速
度
の
研
究
1

英
国
は
世

界
に
於
い
て
信
用
経
憐
の
濯
も
早
〈
溌
建
せ
る
園
で
あ
る
。
従

っ
て
兆
闘
に
於
け
み
預
金
及
刊
日
比
バ
の
一
流
品
焼
皮
の
研
即
訳
出
、
間
平

に
英
国
そ
れ
白
幽
胞
の
問
題
に
止
ま
ら
や
、
世
界
各
図
の
信
用
粧

済
を
研
究
す
る
に
蛍
り
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
面

の
研
究
に
於
い
て
は
、
夙
に
ピ

c口市
-
u・
]
尻
島
市
及
び
巴

c
E王

者
2
5『
が

3
5円
と
え

F=r
】
)
ゆ
旬
。
包
宮
山
口
開
口
町

-EL

る
論
文
を
護
表
し
、
次
い
で
ナ
イ
ン
ズ
が

〉

4
4

『。p
z
m
o
cロ

冨
D
E
q

に
於
い
て
之
れ
が
試
み
を
注
し
て
ゐ
る
。
特
に
エ
デ

ィ

I
及
び
ヲ
ェ

l
ず

l
の
論
文
は
、
英
闘
に
於
け
る
預
金
の
流

通
蓮
度
、
特
に
共
の
統
計
的
研
究
に
於
い
て
特
異
の
も
の
に
し

て、

一
九
三
三
年
出
版
の
出
向

wE巧
D
E
O『

F
R
F
己

EF-Mr垣
島
a

。
ロ
血
中
の

C
E
Z
z
f
a
n
F三
E
町
宮
宮
島
町
『
出

g
r
L
4
2一円
2

於
い
て
も
、
有
力
-
な
る
資
料
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
放

第
三
十
六
巻

一O
三
O

第
六
時
制

四

に
滋
に
は
主
と

b
て

エ
デ
ィ
l
及
び
ワ
ェ

l
ず
!
の
努
作
を
中

心
と
し
、
共
の
他
英
国
の
金
融
事
情
に
闘
す
る
若
干
の
参
考
資

料
を
参
照
し
て
、
以
て
信
用
経
済
の
統
計
的
研
究
に
資
す
る
所

あ
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

三
、
預
金
の
流
通
速
度
の
測
定
方
法
!
預
金
の
流
通
速
度

(Z-2と
)
と
は
、

一
定
期
間
に
於
け
る
預
金
の
回
特
度
数
で
あ

H
'
z
、i
l
e
-
-
I
t
-
-
d
l
j
L
1
7
1
h
i
l
l

E
で
お
古
川
町
，
u

山
台
一

H
A
期
間
F~
務
全
拙
四
万
純
符

.-、
C-' 
;:.:> 

:々

品
。
喜
朗
)
に
謝
し
て
占
む
る
割
合
で
あ
る
。
而
し
て
嘗
座
預
金
の

流
通
速
度
を
測
定
す
る
揚
合
に
は
、

一
定
期
間
の
沸
庚
総
額
と

IJ:: 

一
定
期
聞
に
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
綿
額
を
選
ば
ね

ば

た

ら

ね

。

古

都

鍋

鶴

乱

山

盤

山

中

の

公

式

を

採

用
す
る
事
に
よ
り
営
座
預
金
の
流
通
建
度
を
知
る
事
が
出
来
る

し
で
は
、

の
で
あ
る
。

園
、
本
研
究
の
順
序
l
以
上
の
如
く
預
金
の
流
通
速
度
を
知

る
潟
に
は
、
共
の
測
定
材
料
と
し
て
は
、
分
母
に
は
預
金
残
高

を
必
要
と
し
、
分
子
に
は
跡
目
伏
線
額
叉
は
小
切
手
振
出
綿
額
を

に

必
要
と
す
る
が
放
に
、
先
づ
こ
れ
等
の
基
礎
と
友
る
材
料
の
限

界
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。
創
ち
英
国
の
預
金
の
流

1.." Fjsher; Purchasing Pow町 ofMoney， E. W. 1(1:: nlluerer ; Money and Credit 
rnstrument in th副r日 lationto general price.， C. Snyd町 Business CycJes 
and Business Measurements， ¥V. R. surgcss; Veloci'l:y of Bl1.nk Deposits (Journal 
of the AmerIcan Statistical AS5ociation 1923) 
Lionel D. Edie and Donald Weaver; VeJociiy of B"nk Deposils in England 
(The Journal of Politica! Economy， VoI. 38， No.，，) 
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通
蓮
度
を
測
定
す
る
に
営
り
、
先
づ
流
通
速
度
測
定
の
公
式
の

分
母
に
常
る
預
金
額
を
第
一
に
考
察
し
、
第
二
に
公
式
の
分
子

に
山
品
る
排
反
締
額
及
び
手
形
交
換
高
に
つ
き
で
考
察
し
、
第

に
公
式
の
分
母
ム
」
分
子
と
を
統
一
し
て
、
公
式
の
全
剛
閣
に
亘
り

て
統
計
的
研
究
を
途
げ
る
事
と
す
る
・

第
=
段

英
国
に
於
け
る
銀
行
預
金

…
、
英
闘
の
銀
行
及
ぴ
政
金
額
i
最
近
↑
世
紀
、
英
国
の
金

融
史

t
編
著
な
る
は
、
株
式
銀
行
(
万
一
三

t
t
R
r
Z
M
r
)
り
残
生

及
び
銀
行
合
同
運
動
に
作
ひ
て
生
ぜ
る
銀
行
支
底
制
度
の
鏑
大

で
あ
る
。
邸
ち
銀
行
合
同
運
動
は
、
十
九
世
紀
末
及
び
二
十
世

紀
初
期
に
は
最
も
盛
と
た
り
、

漸
次
少
数
の
大
銀
行
に
集
中

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
英
園
の
預
金
業
務
の
欣

態
は
、
全
銀
行
の
質
金
額
の
八
十
二
%
以
上
を
有
し
、
叉
銀
行

管
業
所
線
数
九
千
六
百
の
中
、
八
千
を
有
せ
る
五
大
銀
行
(
固
有

の
業
務
に
よ
り
て
、
共
の
大
儲
は
察
知
さ
れ
得
る
に
至

司

-Z)

っ
た
。五

大
銀
行
及
び
共
の
他
の
五
銀
行
は
iw

手
形
交
換
所
組
合
銀

英
国
に
於
け
る
預
金
の
流
通
速
度

行
に
し
て
二
九
二
一
年
一
月
以
来
、
引
積
き
負
債
及
び
資
産
の

定
期
月
報
を
各
自
愛
表
し
て
居
る
。
之
れ
は
英
蘭
銀
行
以
外
の

芙
園
の
銀
行
預
金
に
闘
す
る
月
々
の
材
料
と
し
て
唯
一
の
源
で

あ
る
。
而
し
℃
右
の
十
銀
行
の
中
、

Z
邑
D
=
白
-

ロ
E
r
は
主
と

し
て
ア

4
ル
ラ
ン
ド
に
於
い
て
其
の
業
務
を
矯
し
て
ゐ
る
が
故

に
、
今
は
之
れ
は
除
き
、
他
の
九
銀
行
の
月
報
を
基
礎
と
し
て
、

各
銀
行
の
質
金
高
及
び
、
全
銀
行
の
預
令
高
純
計
よ
り
預
金
の

月
別
の
系
列
を
併
製
す
る
事
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
以
上
の
如

j
:
:
-
2
・

J
B
I
-
-
!と

l

;

〈
[
て
判
事
古
市
2
6
5
4
山
に
切
河
川
〆
に
は

，L
P
C
L
f
E
¥
3
L
斗

イ』

I
v引
力
〆

F
t
t

ば
な
ら
た
い
の
蓋
し
一
九
一
二
年
以
後
、
之
等
組
合
銀
行
以
外
の

銀
行
が
、
組
合
銀
行
に
合
併
さ
れ
た
る
が
震
に
、
そ
の
被
合
併
銀

行
の
預
金
は
一
九
一
一
一
年
以
来
全
期
間
連
積
せ
ざ
る
が
故
で
あ

る
。
故
に
共
等
被
合
併
銀
行
の
預
金
に
連
積
性
を
奥
え
る
が
錫

に
、
合
併
前
の
全
期
間
の
各
月
に
就
き
て
、
預
金
高
線
計
を
一

定
の
割
合
丈
場
加
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
印
ち
そ
の
一
定
割
合

と
は
、
合
併
時
に
於
け
る
被
合
併
銀
行
の
預
金
高
が
九
組
合
銀

行
の
預
金
線
計
に
封
し
て
占
む
る
割
合
で
あ
る
。
か
く
て
「
修

正
さ
れ
た
る
預
金
高
」
を
求
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

第
三
十
六
巻

O 

第
六
時
制

一
三
五

H. Neisser; Umlaufgeschwindigkeit dcr ]3a此 deposi t en. (~and wo巾 rbuchdes 
Bankwessens， S・567)
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英
固
に
於
け
る
預
金
の
流
通
蓮
度

=
、
英
図
の
銀
行
預
金
の
種
類
ぃ
右
に
示
し
た
る
預
金
は
所

謂
締
預
金
ぢ
昆
品
。
唱
団

-z
で
あ
っ
て
、
綿
預
金
は

2
4
2円

R
8
5円
及
び
号
ち
回
目
押
宮
内
0
5門
及
び
秘
密
積
立
金
一

E
E
g

5
8
2
2
)
と
よ
り
成
る
。

2
2
0
E
R
g
s円
は
我
図
の
首
座
預

金
に
常
り
、
預
金
者
が
必
要
に
感
巴
随
時
、
小
切
手
を
振
出
し

得
る
預
金
ぜ
あ
る
。
品
。
宮
田
一
円

mwngzE
は
通
知
頂
金
と
言
ひ
得

べ
き
も
の
に

L
て、

預
金
者
が
と
の
預
金
を
引
出
す
筑
に
目
、

通
知
後
一
週
間
叉
は
二
週
間
、

一
ナ
月
、
六
タ
月
等
の
一
定
の

期
間
を
必
要
と
す
る
。
而
し
て
通
知
預
金
に
あ
り
て
は
、
所
謂

包
〈

g』
含

〕

『

《

凶

O
司
D
国
立
が
そ
の
大
部
分
を
占
あ
て
ゐ
る
。

以
上
の
如
〈
総
資
金
中
に
は
、
営
座
預
金
、
通
知
預
金
其
の

他
を
句
合
せ
る
も
、
何
れ
の
銀
行
も
そ
れ
等
を
各
別
に
匿
別
し

て
議
表
せ
ざ
る
が
故
に
、
各
預
金
に
つ
き
て
、
正
確
友
る
割
合

を
知
る
事
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
ミ
ツ
ド
ラ
ン
ド

一
九
一
九
年
以
来
の
同
銀
行
に
於
け
る
綿
預
金
に
劃

す
る
常
座
預
金
の
百
分
比
を
公
に
せ
し
が
故
に
、
之
れ
に
上
り

銀
行
が
、

て
各
預
金
を
分
離
す
る
事
が
出
来
る
。
卸
ち
同
銀
行
は
、
五
大

銀
行
中
最
大
に
し
て
、
二
千
以
上
の
支
庖
を
有
し
そ
の
管
業
は

一
O
一一一一一

第
六
競

一=一六

第
三
十
六
巻

康
い
範
固
に
渉
れ
る
有
力
た
る
銀
行
な
る
が
故
に
、
其
の
百
分

比
は
九
組
合
銀
行
及
び
イ
ン
グ
-
7
ン
ド
全
慌
の
銀
行
の
典
型
的

左
る
も
の
と
推
察
す
る
事
が
出
来
る
。
故
に
此
の
百
分
比
を
前

記
の
九
銀
行
の
「
修
正
さ
れ
た
る
預
金
高
」
に
誼
用
し
て
、
「
九

銀
行
の
一
九
二

O
年
以
来
の
算
定
さ
れ
た
る
首
座
預
金
高
の
系

列
」
を
得
る
事
が
出
来
る
。

第
三
段

英
国
に
於
け
る
手
形
交
換
高

一
、
手
形
交
換
高
|
預
金
の
流
通
速
度
を
知
る
に
重
要
在
る

要
素
の
一
つ
で
あ
る
銀
行
梯
戻
総
額
は
、

一
般
に
は
護
表
さ
れ

十
従
っ
て
共
の
完
全
友
る
数
字
を
得
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

唯
手
形
交
換
所
の
護
表
す
る
手
形
交
換
高
に
よ
り
て
、
之
を
窺

ふ
事
が
出
来
る
の
み
に
し
て
、
邸
ち
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
及

ぴ
各
地
方
の
手
形
交
換
所
の
手
形
交
換
高
は
、
流
通
速
度
測
定

の
震
の
重
要
左
る
材
料
と
注
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
乙
等
の

交
換
高
は
、
手
形
交
換
所
に
現
は
れ
ざ
る
小
切
手
・
手
形
の
額

の
み
に
し
て
、
振
出
さ
れ
る
一
切
の
小
切
手
の
線
額
を
一
不
す
も

の
で
た
く
、
叉
之
れ
に
は
小
切
手
の
み
た
ら
や
そ
の
他
の
手
形

Barclays: Lloyds;工ondonJuint City & Midland; London County Westmins-
ter and Pan's; National Provincial & Union Bank o.f England; Bank of 
Liverpool & Martins; Coutts & Co.'; National B町1k; G切n，Millo Cuτrie & 
Co.; Williams Deacon's. 
銀行合併、 Jan.，1928 (Lancashire & YorkshiTcと Ma，ti"，，)Julァ， 1927 (E明 i-
tableと Martins)June，' 1924 (Child & Co.とGly"oMill:; & Co) (Guernぉey

9) 
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の
舗
を
含
め
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
友
い
。

小
切
手
を
大
別
す
る
と
、
自
行
宛
小
切
手
(
言
。
ヨ
丘
町
ronr)

と
他
行
宛
小
切
手

(
Z
S
E
P
}
円

U
Sご
と
に
分
つ
事
が
出
来
る
。

而
し
で
自
行
宛
小
切
手
は
同
一
銀
行
内
で
底
理
さ
れ
る
小
切
手

に
し
て
、
例
へ
ば
銀
行
の
顧
客
聞
の
小
切
手
で
あ
る
。
此
の
際
、

銀
行
は
そ
れ
自
身
そ
の
自
行
宛
小
切
手
の
震
に
は
一
の
交
換
所

の
役
割
を
翁
す
も
の
友
る
が
故
に
、

こ
の
小
切
手
に
闘
す
る
梯

民
額
は
、
を
の
銀
行
自
身
の
帳
簿
及
び
本
忠
へ
の
報
告
以
外
に

は
外
却
に
視
は
れ
る
背
中
は
た
い
。
F
4凡ぺ

F

-

、

ご
ノ
ル
十

れ且一
γ
J
H
n
U
上
い
引

UF4
争
点

吊
U
A耳
a

庁
タ
ノ
ふ
ち
ご
っ

bι

共
の
一
部
分
は
他
の
銀
行
と
の
直
接
交
換
に
よ
り
て
決
済
さ
れ

る
が
、
共
の
大
部
分
は
本
屈
に
集
め
ら
れ
、
手
形
交
換
所
を
通

と
て
交
換
決
済
さ
れ
る
。
此
の
部
分
が
所
謂
手
形
交
換
高
と
し

て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
他
に
組
合
に
も
加
入
せ
や
且
組
合
銀
行
の
支
底
に
で
も

な
き
銀
行
は
、
組
合
銀
行
に
代
理
交
換
の
依
頼
を
層
摘
す
の
が
普

通
で
あ
る
。
そ
れ
故
か
E
A

る
銀
行
は
手
形
交
換
に
於
い
て
は
組

合
銀
行
の
支
底
と
同
一
の
地
位
に
あ
る
事
と
友
る
。
命
共
の
他

院、

ロ
ン
ド
ン
に
は
手
形
交
換
所
と
開
係
を
有
し
た
小
外
岡
銀

英
圃
に
於
げ
る
預
金
白
流
遁
速
度

行
が
存
在
す
る
。
之
等
の
銀
行
よ
り
の
小
切
手
が
、
組
合
銀
行

に
よ
り
受
入
れ
ら
れ
た
る
時
に
は
、
共
の
小
切
手
は
直
接
交
換

に
よ
り
て
決
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
手
形
交
換
所
の
組
織
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
け
る
手
形

交
換
所
は
、
古
き
歴
史
を
有
す
る
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
、

(
F
G
E口
口
出
自
宏
九
。
庁
E
吉
明
出
。
巨
回
0

・
)
及
び
各
地
に
存
在
す

る
地
方
手
形
交
換
所
(
甘
『
C
ユ
ロ
ふ
と
門

]g門戸口問

rcg乙
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
シ
手
形
交
換
所
に
於
い
て
は
、
市
中
交
換

日，
C
唱
ロ

、14
-
f
日
日
出
向

川
恥
品
い
渋
川
内

」
ヨ
奇

1

1

i

l

-

-

ー

、
4
4

・
v

、

包
亡
し
目
。
M
M
ζ

口円
2
F
ド
「
山
川
山
口
口
判
~

地
方
J

父

換
(
の

E
E
q
o
g去
四
)
の
三
部
分
に
分
れ
て
、
手
形
交
換
が

た
さ
れ
て
ゐ
る
。
市
中
交
換
は
ロ
ン
ド
ン
の

l.: 
】・

円

、司引

に
存
す
る

銀
行
を
組
合
銀
行
と
ず
る
手
形
交
換
に
し

c
、
共
の
交
換
高
は

金
額
に
於
い
て
最
も
高
く
全
悼
の
八
十
五
%
以
上
に
上
る
。

cq
以
外
に
存
す
る

銀
行
及
び
支
底
銀
行
の
手
形
交
換
で
あ
る
3

而
し
て
地
方
交
換

は
、
地
方
銀
行
の
潟
に
組
合
銀
行
が
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
に

+
ー
に
府
内
交
換
は
ロ
ン
ド
ン
に
於
け
る

於
い
て
な
す
代
理
交
換
に
し
て
、
之
は
叉

η
s
z
q
n
r
2
5

円
}
司
町
田
ユ
ロ
問

と
稿
せ
ら
れ
、
そ
の
名
の
如
く
小
切
手
叉
ほ
一
覧
抑

第
三
十
六
巻

一。=一三

第
六
競

七

Ba由.n瓜、
ing C ο と 1口¥e剖minst訪叫te町r)June， 1923 (Holt & Co. と Glyn， MiIl..Co.) Feb.， 
1923 (Cox & Co とl.Ioyds)，Jan.， 192:[ (Beckett 位 Co・と ~"estinin5ter)
]'homson; Dictiona'γy of Banki昭・ p.196， 224橋爪明男氏;英園田株式銀行
問。買一大三買、牧野氏:前掲書、~~(コ三一三0四頁
Midlar，d Banl< Limi'i';d. Monthiy-ll，evieVl，. Marck.ApTiI， 1929・
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英
圃
に
於
け
る
預
金
の
流
通
蓮
度

の
手
形
の
み
の
交
換
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
は
、

一
九
二
三
年
以
来
年
報
を
公
に

し
て
ゐ
る
が
故
に
、
市
中
交
換
、
府
内
交
換
、
地
方
交
換
の
三

種
の
交
換
高
及
び
そ
の
合
計
を
月
別
に
、
叉
年
別
に
知
る
事
が

出
来
る
。

市
ー
に
各
地
方
の
交
換
所
は
十
一
の
都
凧
に
存
在
し
、
共
の

:
i
z
-
-
2
;
:
i
:
J
!
I
1
・l
h
f
l

究
開
・
刀
が
付
大
同
即
日

ι
v
f
L

広
干
斗
J

タ
効
在
日

の
方
法
h
q
~

部

り
、
共
の
所
在
せ
る
都
市
の
銀
行
の
み
の
交
換
を
居
摘
す
の
で
あ

る
。
か
く
て
ロ
ン
ド
ン
以
外
の
交
換
高
は
、
此
等
十
一
の
交
換

所
の
数
字
上
り
知
る
事
が
出
来
る
。

以
上
の
各
の
手
形
交
換
高
及
び
、
直
接
に
ロ
ン
ド
ン
手
形
交

換
所
の
記
録
よ
り
得
た
る
一
九
二

O
年
乃
至
一
九
二
三
年
の
敷

字
に
よ
り
「
一
九
三

O
年
乃
至
一
九
二
八
年
の
各
月
手
形
交
換

高
」
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

第
四
段

涜
温
速
度
の
測
定
及
び
其
の
統
計

一
、
流
通
蓮
度
の
測
定

l
以
上
の
如
く
し
て
得
た
る
預
金
及

ぴ
手
形
交
換
高
の
各
系
列
に
よ
り
、
信
額
し
得
ぺ
き
流
通
速
度

第
三
十
六
巻

第
六
時
踊

一
三
八

一
O
一一一四

が
測
定
さ
れ
得
る
か
に
就
い
て
、
先
づ
考
察
し
よ
う
。
厳
格
に

言
へ
ば
‘
銀
行
預
金
は
現
在
の
手
形
交
換
高
の
分
類
と
、
地
理
的

或
ひ
は
地
域
的
に
同
一
一
標
準
で
分
類
さ
れ
ね
ば
た
ら
訟
い
。
然

る
に
預
金
は
前
段
に
於
い
て
遁
ぺ
た
る
が
如
く
、
預
金
線
計
ム
」

し
で
は
知
り
得
る
が
、
市
中
、
府
内
、
柚
方
の
一
二
者
に
於
い
て

各
個
別
的
に
は
、
之
を
知
る
を
得
友
い
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

h
v
p
l
、
の
如
き
餓
格
段
る
要
求
は
、
同
町
直
接
に
測
定
さ
れ
主
総
針

的
友
流
通
速
度
に
闘
し
て
は
必
要
で
あ
る
が
、

一
定
期
聞
に
於

け
る
流
通
速
度
の
相
封
的
曲
変
化
を
求
め
ん
と
す
る
揚
合
に
は
、

必
や
し
も
之
を
必
要
と
し
左
い
。
削
ち
交
換
高
系
列
に
完
全
に

遁
感
せ
る
預
金
の
系
列
が
存
せ
ざ
る
揚
合
に
で
も
、
知
り
得
る

系
列
と
知
り
得
な
い
系
列
ム
」
が
、
共
の
相
封
的
時
間
系
列
に
於

い
て
同
一
の
曲
変
化
を
震
す
揚
ム
ロ
に
は
、
知
り
得
る
系
列
は
そ
の

知
り
得
な
い
系
列
の
代
用
と

L
て
用
ひ
ら
れ
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
a

今
此
庭
で
知
り
得
る
系
列
は
、
蛍
座
頒
金
綿
計
及
ぴ
、

首
座
預
金
を
除
げ
る
預
金
線
計
、
及
び
雨
者
合
計
せ
る
綿
預
金

線
計
で
あ
る
。
知
り
得
た
い
系
列
は
、
地
域
的
に
分
ち
た
る
市

中
の
一
預
金
、
府
内
の
預
金
、
及
び
地
方
の
預
金
で
あ
る
。
そ
れ

Thomson; ibid. p. 145・ W.F. Spalding; The LOlldon Money Market， p. 
136-147' Palgrave's Dictionary of PoJitical Ecouomy， Vol. 1， p. 305-309 
Birmingham， Bradforct， Bristol， Hull， Leeds， Leicei;l1.ert Liverpool， Manchester， 
NewcastJe.on.Tyne， Nothingham， She伍eld.
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故
に
右
の
知
り
得
る
預
金
系
列
、
邸
ち
各
種
預
金
線
計
を
各
種

の
交
換
高
に
適
用
す
る
。

而
し
て
若
し
預
金
純
計
の
系
列
の

盤
化
が
、
共
の
知
り
得
左
い
系
列
の
蝿
変
化
と
同
一
で
あ
る
た
ら

ぽ
、
交
換
高
と
預
金
額
と
の
比
率
は
椀
通
速
度
の
相
針
的
愛
化

を
一
示
す
事
と
左
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
け
流
通
速
度
を
測
定
す
る
に
直
接
に
排
反
線
額
に
基

か
友
い
で
、
手
形
交
換
高
を
用
ひ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
併
し
乍

ら
手
形
交
換
高
に
よ
る
流
通
速
度
と
、
排
庚
総
額
に
よ
る
流
通

叫
池
山
氏

t
が
相
同
開
(
す
吋
引
税
附
日
付
、

F
M克
典

Z
K弗
奇
想
買
:
〉

三

7
-
fヰ
---zFt出
E
b市
佐
須
」

σ一

聞
の
相
異
と
同
一
程
度
友
る
事
は
、
明
か
注
事
で
あ
る
。
若
し

系
列
が
相
謝
的
な
る
時
は
.
と
れ
等
雨
者
に
よ
る
読
通
速
度
は
、

手
形
交
換
高
と
挽
戻
綿
額
と
の
比
率
が

8
2民
自
由
な
ら
ば
相
等

し
い
。
賞
際
に
就
い
て
見
る
に
、

イ
ン
〆
ラ
シ
ド
に
於
い
て
は

戦
後
、

こ
の
比
率
は

8
5
E円
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ

る。
=
、
流
通
速
度
の
統
計
作
製
l
i流
通
蓮
度
の
測
定
計
算
は
、

先
づ
各
種
の
手
形
交
換
高
及
び
そ
れ
等
よ
り
組
合
は
さ
れ
た
る

も
の
と
、
預
金
額
と
よ
り
居
摘
さ
れ
二
九
二
一
年
一
月
占
り
一
九

英
圃
に
於
け
る
頭
金
の
流
通
惑
度

二
八
年
ま
で
の
問
の
季
節
指
数
が
作
ら
れ
る
。
か
〈
て
次
の
表

が
符
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

Indices of Seasonal Variation of VeIocity 

(Computed by Median-Link-Relative MeUlOd fo:r Period January， 

1921-January， 1928.) 
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英
国
に
於
け
る
預
金
D

流
通
温
度

失
に
流
通
速
度
の
系
列
の
各
は
、
右
の
季
節
指
数
に
よ
り
て

修
整
さ
れ
、

一
九
一
一
一
年
乃
至
一
九
二
七
年
の
平
均
を
百
と
し

て
計
算
さ
れ
、
左
の
五
つ
の
表
を
得
る
の
で
あ
る
。
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の
五
表
で
あ
る
が
、
今
一
例
と
し
て
と
の
中
の
最
初
の
も
の
を

〉
Fコ「

第
=
一
十
六
巻

第
六
時
制

O 

一
四

O

血
平
げ
る
事
と
す
る
。

Gross Velocity of Bank Deposits， 1920 to 1928 

(London To!al Plu. prov凹cialCleaγings + TClt:ll Depo.sits) 

(Sea>onally Adjusted; 1921-27 Averag(ロ !oo)
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Sept 85.0 !l2.8 !l7.0 106.9 107 

Oct. 84.0 94.4 98.2 103.4 110 

Nov. 84.3 92.8 101.6 110.3 108. 

Dec. 92.1 90.8 97.0 111.1 114. 



第
五
段

言

結

以
上
、

エ
デ
ィ
ド
及
び
ク

4
1
0ワ
l

の
研
究
を
基
礎
と
し
共

英
図
の
預
金
の
流
通
迩

の
他
の
参
考
の
資
料
を
渉
猟
し
て
、

度
、
特
に
共
の
測
定
材
料
の
蒐
集
及
び
測
定
方
法
に
就
い
て
考

察
し
た
の
で
あ
る
。
之
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
流
通
速
度
の
測
定
材
料
の
蒐
集

l
第
一
に
也
流
通
蓮
皮

の
測
定
に
必
要
な
る
預
金
額
江
、
品
目
パ
の
棉
成
金
は
知
り
得
る
も

宮
古
屋
預
金
の
み
に
濁
し
て
は
直
接
に
と
を
得
る
事
能
は
や
、
放

に
待
乏
の
辻
牽
・
に
よ
0
て
之
を
建
築
し
一
一
得
た
の
で
あ
る
，
第

ご
に
、
流
通
蓮
度
測
定
の
一
要
素
た
る
梯
良
地
帽
制
酬
は
得
ら
れ
ざ

る
が
故
に
、
手
形
交
換
高
を
以
て
之
れ
に
代
ふ
。
か
〈
て
英
国

に
於
け
る
預
金
の
流
通
速
度
を
測
定
す
る
に
営
り
で
は
、
泊
営

危
る
材
料
を
得
る
事
に
於
い
て
、
米
国
に
閉
す
る
研
究
の
場
合

と
比
較
し
て
よ
り
困
難
怠
る
を
知
る
の
で
あ
る
。

二
、
統
計
の
結
果
|
前
段
に
於
け
る
統
計
よ
り
見
る
に
、

九
二

O
年
以
来
手
形
交
換
高
の
鑓
化
は
、
流
通
蓮
度
の
短
期
の

愛
化
に
あ
り
で
は
著
し
く
支
配
的
な
る
事
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。

英
圃
に
於
け
る
預
金
白
流
遁
謹
度

突
に
、
営
座
預
金
の
流
通
速
度
は
、
共
の
一
週
期
的
特
徴
に
於
い

て
交
換
高
と
非
常
に
等
し
い
事
を
一
不
ナ
。
而
し
て
各
種
の
交
換

高
系
列
を
検
討
す
る
に
、
共
の
時
間
系
列
の
鑓
化
に
於
い
て
多

く
の
等
し
い
黙
が
見
出
さ
れ
る
。
と
れ
は
市
中
交
換
の
場
合
は

や
L
異
る
も
、
府
内
交
換
、
地
方
交
換
及
び
各
地
の
交
換
の
各

系
列
に
就
い
て
は
、
特
に
安
嘗
す
る
所
で
あ
る
。

府
内
交
換
、
地
方
交
換
及
び
各
地
の
交
換
の
各
の
交
換
高
は

微
細
怠
る
綾
動
に
就
い
て
も
非
常
に
一
致
せ
る
も
、
こ
れ
は
イ

ユ
イ
ク
ヨ
/
の
な
刊
地
ん
に
仙
れ
付
る
取
引
ム
」
州
総
及
川
人
制
h
f
川
ゆ
ず

事
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。
五
し
こ
れ
?
の
系
外
は
、
共
の
地

か
の
以
引
の
倒
引
た
る
も
の
ぞ
折
ボ
す
る
も
の
に
か
る
が
此
で

あ
る
。
邸
ち
、
各
地
方
の
交
換
高
は
、
そ
の
地
方
の
中
心
地
の

事
情
よ
り
影
響
を
受
け
る
が
‘
他
の
二
者
に
於
い
て
は
各
地
匿

相
互
間
の
取
引
が
行
は
れ
る
。
故
に
府
内
交
換
高
は
府
内
の
小

賀
商
業
を
指
示
し
、
而
し
て
地
方
交
換
高
は
イ
ン
ク
ラ
ン
ド
の

一
般
取
引
を
示
す
と
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
二
、
我
園
と
英
国
と
の
流
通
速
度
の
比
較
エ
デ
ィ
l
及
び

ヲー

l
ゲ

l
は
、
一
九
二
七
年
に
於
け
る
英
図
の
営
座
預
金
の

流
通
遜
度
を
推
測
算
定
し
て
、
六

O
を
得
て
ゐ
る
。
そ
の
計
算

第
三
十
六
巻

O 

七

第
六
披

四一

W. R. Burgess，前掲論文
Bi官 Five白一鎮行より 1027年巾の機抑腿綴及び平均預金額を得で算出 L、之
に常感筒金伯雄預金に聖母する比中(ミツ Vラ " V銀行俊表)を適用して首座預
金の流迅速度を推算してゐる。

15) 
16) 



英
圃
に
於
け
る
預
金
の
流
遁
速
度

方
法
を
示
せ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。
邸
ち

40-z一q
n
品

。

『

『

円

切

』

W
H
O
a】
出
回

a=cc'c-c

-
1
1
1
J
N
J
M
L
d叶
r
d汁
r

H

u

u
・品

ιぷ
z
z
z
u
g白
W
E
e
-噌
C
吾
ロ

而
し
て
と
れ
は
線
預
金
を
基
礎
と
し
て
の
計
算
で
あ
る
か
ら
、

と
れ
に
ミ
ツ
ド
ラ
ン
ト
銀
行
の
比
率
を
適
用
し
て
首
座
預
金
の

流
通
蓮
皮
を
得
る
。

叉
ナ

イ

ス
の
測史
定17)ζ
に 刊日凶
よ母15
る'g1" 
も E

011 C':' 

「品

'
」
可

b
一3
2
・平‘
.

l

l

t
B

、，、
.F
・、
f
t

W

〉

、

c
c
-
C
 

一
九
二
四
年
乃
至
一
九
二
九

年
の
卒
均
に
於
い
て
約
六

O
L」
云
ふ
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ

れ
に
封
し
我
園
の
流
通
速
度
は
未
だ
正
確
な
る
も
の
が
研
究
さ

れ
て
ゐ
た
い
。
試
み
に
田
中
金
司
氏
の
測
定
せ
ら
れ
し
数
字3
を

採
用
す
る
と
、

一
九
二
七
年
は
四
六
・
四
四
に
し
て
、
一
九
二
四

年
乃
至
一
九
二
九
年
の
平
均
は
五

0
・一

一
を
示
し
て
ゐ
る
。

勿
論
、

エ
デ
ィ

l
、
ウ

A
l
ず

1
及
び
'
ケ
イ
ン
ズ
の
研
究
と
田
中

氏
の
研
究
と
は
資
料
及
計
算
方
法
を
全
ぐ
異
に
し
て
ゐ
る
が
故

に
、
雨
者
を
以
て
直
に
日
英
の
預
金
の
、
流
通
速
度
を
比
較
す
る

事
は
出
来
友
い
の
で
あ
る
。
併
し
大
慢
の
趨
勢
に
於
い
て
み
る

に
、
我
々
が
常
識
的
に
考
へ
て
ゐ
る
通
り
に
、
英
閣
の
信
用
経

第
三
十
大
巻

一O
三
八

第
六
競

四

済
は
我
園
よ
り
も
は
る
か
に
進
歩
し
、
し
か
も
営
座
預
金
の
流

通
蓮
度
に
於
い
て
は
.
六

O
封
四
六
・
四
四
及
び
六

O
針
五

0
・

一
な
る
数
字
を
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
い
て
、
預
金
の
流
通
速
度
に
闘
し
て
研
究
を
た
し
、

山
川
英
闘
の
特
殊
の
事
情
及
び
湖
特
の
金
融
機
構
に
も
簡
軍
乍
ら

楠
れ
た
の
で
あ
る
が
、
各
閣
は
各
そ
の
特
陣
内
の
機
構
b
L
布
し
℃

ゐ
る
が
故
に
、
英
図
の
預
金
の
読
通
漣
度
の
研
究
を
線
て
の
園

に
、
そ
の
佳
適
用
す
る
を
得
扱
い
の
は
明
か
友
事
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
共
の
研
究
方
法
に
は
見
る
べ
き
も
の
あ
り
、
而
し
て
叉

教
へ
ら
る
L
所
少
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

Keynes; A Treatise on Money Vol. II. p・ 32 •

問中金司氏， 前掲論文・
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